





















































の 2017 年における平均寿命は、男性 81.09
歳、女性 87.26 歳といずれも 80 歳を超え、
将来的にもさらに延伸することが予想され
る。一方で、日本の財政関係資料平成 30






















































































する意向調査」（2014 年 8 月）2 によれば、
東京に住む 50 代の男性の 5 割、女性の 3









































1 『平成 28 年版厚生労働白書』（参考文献 [14]）より
2 参考文献 [10] 参照 
3 参考文献 [6] 参照。































































れる AL（Assisted Living） 、高度の医
療・介護が必要となる人向けに提供される
SNF（Skilled Nursing Facility）、という 3
つの施設が同一敷地内、あるいは近隣に設
置されている。CCRCへの入居者はまず健




























































いる。入居率については 1 年目から 80％
に至り、開業後は地方公共団体とも連携を
6 クルーム（2008）（参考文献 [5]、松井（2014）（参考文献 [8]、同（2015）（参考文献 [9]）参照。
7 クルーム（2008）（参考文献 [5]）、松井（2014）（参考文献 [8]）、同（2015）（参考文献 [9]）、鏡（2016）
（参考文献 [4]）参照。
8 内閣官房まち・ひとしご創生本部事務局（2017） （参考文献 [15]）参照。































































































































































を示している。本稿ではこの Aghion et al
（2004）のモデルを CCRC の文脈に沿った
形で解釈を変更し再構成した不完備契約理






















































































































　次に第 2 期の入居者 Rの選択からの両
者の利得は次の通りとする。
まず入居者 Rが Eを選択した場合、入居
者 Rの第 2 期での利得は－ T、事業者 O
についてはいずれのタイプも第 2期での利
得は 0となる。









“good O”の場合は第 1期で Cが選ばれた
ときには g、Nが選ばれたときには（g－ε）
14 の利得を得る。“bad O”の場合には第 1






















者 Rの戦略 S は支配戦略となるので、入
居者は“bad O”の場合でも Sを選ばざる
を得ず、利得は（－ L）となる。
14 Aghion et al（2004）（参考文献 [2]）では第 1 期の結果にかかわらず、第 2 期での“good O”の利
得は gとしているが、結果として“good O”は R が入居を継続することを望んでいるので、本稿で































O”が Nを選択すると、入居者 Rは Eを
選択し利得は（－ℓ－T）となる。この場
合“good O”なら第 1 期 C、このとき R
は第 2期 Sを選び、“bad O”なら第 1期 N、
このとき Rは第 2 期 Eを選ぶ、という分
離均衡が成立する。
3.5　不完備情報モデルの結果










































































































者 Oに伝える方法を、前章の CCRC モデ
ルを用いて検討する。
4.2　ゲームのタイミング






































者 Rにとっての費用は“bad O”が第 1期
で Nを選択し、自身が第 2 期で Eを選択
したときの期待利得δ（－ℓ－T）という
ことになる。
　この結果を 3. 5 で求めた不完備情報モデ
ルの結果と比較する。両モデルの大きな違















































































































































































































































































18 参考文献 [11]、[13] 参照。
19 参考資料 [15] 参照 
20 「ゆいまーる那須」のお試し入居のプランは「ゆいまーる那須倶楽部」というプランで、入会・権利金約


































































21 参考文献 [11] 参照。
22 クルーム（2008）（参考文献 [5]）、松井（2014）（参考文献 [8]）、同（2015）（参考文献 [9]）、鏡（2016）
（参考文献 [4]）参照。
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